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１．はじめに
　高齢者人口の増加にともない認知症高齢者数も増加し

ている．高齢者介護研究会報告書『2015年の高齢者介護』

（2003 年６月）によれば，何らかの介護・支援を必要と

し，かつ認知症がある高齢者は，2015 年までに 250 万人，

2025 年には 323 万人になると推計されている．この推

計をもとに，平成 19 年版の厚生労働白書では「これか

らの高齢者介護においては，身体ケアのみではなく，認

知症に対応したケアも標準として位置づけていくことが

必要となっている」とされている．そのためには，認知

症に対する正しい認識や知識が必要となる．

　海外では認知症に対する知識を評価するためのテスト

が作成されており 1-2），介護者を対象とした調査も行われ

ている 3-5）．日本でも，一般住民 6）や一般高齢者 7）を対

象とした調査，あるいは介護者 8）やグループホーム従事

者 9）を対象とした調査などが知られているが，あまり数

は多いとはいえない．学生を対象とした調査では看護学

生を対象として認知症高齢者のイメージを測定したもの

が多く (たとえば，木村と片岡 10）など )，研究者が独自

に認知症に関する知識調査を作成することもある（たと

えば，柴田 11）など）．そこで本研究では，認知症につい

ての知識を測定するための標準的なテストについて考え

る手始めとして，大学生の認知症に関する知識の実態に

ついて調べることにした．

　

２．方法
2.1　調査対象者
　調査対象者は大学生 194 名（男性 85名，女性 109 名）

で，2006 年５-６月，および 10月に講義中に無記名で

集団実施した．調査対象者の平均年齢（標準偏差）は
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20.0（.96）歳であった．このうち高齢者との同居経験

がある者は 103 名 (53.1％ )，介護・看護経験がある者

は 34 名 (17.5％ ) であった．また，認知症高齢者と実

際にかかわったことがあるのは42名(21.6%)であった．

2.2　調査項目
　対象者の基本属性以外の調査項目は，（１）認知症

に関する知識，（２）認知症高齢者に対するイメージ，

（３）健常高齢者に対するイメージ，および（４）高

齢者との関わりである．ここでは（１）および（２）

について分析する．

2.2.1　認知症に関する知識
　認知症に関する主観的な知識の程度，および認知症

に関する知識をたずねる項目からなる．認知症に関す

る知識をたずねる12項目は，一般住民6)や一般高齢者 7)

を対象とした調査を参考に作成した．これら 12項目に

ついては「はい」，「いいえ」の 2件法で回答を求めたが，

認知症の相談先を知っているかなど，正誤を問えない

設問が２項目含まれている．そのため，認知症に関す

る知識度得点の算出には，正誤を問う10項目を用いた．

2.2.2　認知症高齢者に対するイメージ
　先行研究で用いられた以下の３種類の方法を用いて

認知症高齢者のイメージを測定した．ここでは，（１）

および（２）について分析する．

（１）認知症の認識：杉原ら 7) の 10 項目を使用し，「そ

う思う」，「どちらともいえない」，「そう思わない」の

３件法で回答を求めた．

（２）認知症高齢者イメージ：奥村ら 12）が用いた９項

目について６件法で回答を求めた．

（３）SD法：保坂・袖井ら 13）が高齢者イメージの測

定に用いた 50 対の形容詞対について７件法で回答を

求めた． 

３．結果
3.1　認知症に関する知識
　正誤を問う 10 項目の正答率は 50.5-97.9% であった

( 表１)．もっとも正答率が高かったのは「周囲の人の

適切なかかわりが，認知症の進行を緩和できる可能性

がある」で，もっとも正答率が低かったのは「認知症

には，治るものと治らないものがある」であった．

　10項目のうち正答した数を認知症に関する知識度得

点として用いた．認知症知識度得点の範囲は５-10 点

で，平均（標準偏差）は 8.7（1.10）点であった．そこで，

認知症知識度得点を５-８点（知識低群：71名），９点（知

識平均群：72名），10点（知識高群：45名）の３群に

分け，認知症高齢者イメージとの関連について検討す

ることにした．なお，３群の男女比 (χ 2(2)=0.34,ns)，

高齢者との同居経験 (χ 2(2)=0.92,ns)，介護･看護経験

(χ 2(2)=0.96,ns) には差がみられなかった．

　３群の認知症に関する主観的知識の程度について

は図１のようであった．「認知症についてよく知って

いると思いますか」という設問に対しては，いずれの

群でも７％が「はい」と回答しており，20-30％が「い

いえ」と回答していた．（χ2(4)=1.71,ns）

3.2　認知症に関する知識と認知症の認識および認知
症高齢者イメージとの関連
3.2.1　認知症に関する知識と認知症の認識
　認知症に関する知識の程度によって認知症の認識

が異なるかどうかを調べるため，知識低群，知識平均

群，知識高群の回答を比較した ( 図２-11)．「そう思う」

と答えた学生の割合が多かったのは「誰もがなる可能

性がある」( 図３)，「怖い」( 図６)，「苦しい」( 図 10)

であった．「そう思わない」と答えた学生の割合が多

かったのは「自分には関係ない」( 図 11)，「大切にさ

れない」( 図９)，「恥ずかしい」( 図８) であった．「歳

をとると多かれ少なかれみんなぼけるので，病気とは

思わない」（図２) については，知識高群の方が「そう

思わない」という回答が多く（χ 2(4)=15.3, p=.004），

「誰もがなる可能性がある」( 図３) については，知識
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低群の方が「そう思わない」という回答が多かった

（χ 2(4)=9.8, p=.04）．

3.2.2　認知症に関する知識と認知症高齢者イメージ
　認知症に関する知識の程度によって認知症高齢者

イメージが異なるかどうかを調べるため，知識低群，

知識平均群，知識高群のイメージを比較した．３群の

結果はよく似ているので，図 12 には知識低群と知識

高群の結果を示した．いずれの群も右によっており，

認知症高齢者に対して否定的なイメージを抱いてい

るといえる．９項目すべてで３群間に有意な差は見ら

れず，知識の程度によって認知症高齢者のイメージに

差はみられなかった．

４．考察
4.1　認知症に関する知識
　正誤を問う 10 項目の正答率は 50.5-97.9% であり，

正答率が高かったといえる．しかしながら，主観的な

認知症に関する知識の程度と実際の知識にはズレが

みられており，この点についてはさらに詳細に検討す

る必要があろう．

　

4.2　認知症の認識
　認知症の認識については，杉原ら 7) が使用した 10

項目を用いた．これらの項目は，本間 6) の６項目に杉

原らが作成した 4項目を加えたものである．「誰もが

なる可能性がある」，「苦しい」，「恥ずかしい」につ

いては本間の作成した項目をそのまま使用しており，

「身近に感じられる」，「怖い」，「たいせつにされない」

については表現を変えて使用している．回答形式につ

いては，杉原らは「あてはまるものをいくつでも選択

できる」という回答形式としたが，今回は本間と同じ

く「そう思う」，「どちらともいえない」，「そう思わな

い」の３件法で回答を求めた．

　杉原らの結果では回答が多かった順に「歳をとると

多かれ少なかれみんなぼけるので，病気とは思わな

い」が 75％，「誰もがなる可能性がある」が 44.1％，「身

近に感じられる」が 42％，「悲しい」が 41％であった．

今回の結果と比較すると，回答形式や対象者が異なる

とはいえ，認知症が病気であり誰もがなる可能性があ

るという認識が浸透していることがうかがわれる．

　本間は首都圏および大阪市，仙台市に居住する一般

住民を対象として調査を行っており，今回と同じ項

目である「誰もがなる可能性がある」，「苦しい」，「恥

ずかしい」という３項目について比較することがで

きる．本間では「恥ずかしい」に「そう思う」と回答

した人が約 15％，「そう思わない」と回答した人が約

65％で，今回の結果とよく似ている．「苦しい」につ

いては地域差がみられており，「そう思う」と回答し

た人が最も多かった首都圏で 50％と，今回より少な

かった．「誰もがなる可能性がある」については，本

間では 65-70％であったが，今回は 80％をこえる学生

が「そう思う」と回答している．本間の結果と比較し

ても，「誰もがなる可能性がある」，あるいは「苦しい」

という認識が広まっているといえよう．

4.3　認知症に関する知識と認知症高齢者イメージと
の関連：今後の展望
　認知症高齢者イメージとして測定した９項目では，

認知症に関する知識の程度による違いはみられな

かった．しかしながら，認知症の認識としてたずねた

「歳をとると多かれ少なかれみんなぼけるので，病気

とは思わない」，あるいは「誰もがなる可能性がある」

という項目については，知識の程度によって回答が異

なっていた．これらの結果は，認知症に関する知識を

測定するためのテスト作成に１つのヒントを与えて

くれるであろう．認知症についての研究が進むにつ

れ，われわれの認知症についての知識も増えていく．

認知症についての知識を測定するためのテストを作

成することは容易ではないが，目的に応じたテストを

作成することは重要であろう．
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